
別紙標準様式（第７条関係） 

会 議 録 
会 議 の 名 称 第 11 回 中学校給食検討委員会 

開 催 日 時 平成 24 年 7 月 12日（木） 10時 00 分から 12 時 00 分まで 

開 催 場 所 別館 第４委員会室 

出 席 者 

委員長：梅崎副市長    
副委員長：南部教育長 
委 員：奈良教育次長、脇田理事、奥行政改革部長、尼谷政策企画部

次長(代理)、長沢総務部長、高井財務部長、小山都市整備部

長、戸野谷公共施設部長、君家管理部長、渡邊学校教育部長 

欠 席 者 大西理事 

案 件 名 

[報告] 
1. 中学校給食の実施手法の選定等について 
    （平成 24 年６月１日 文教委員協議会資料 より） 

2. 民間調理事業者への意向調査について 

[案件] 
1. 共同調理場の施設規模について 

2. 共同調理場の建設候補地について 

3. 共同調理場の運営形態について 

4. ＰＦＩ活用の検討について 
5. その他 

提出された資料等の 

名 称 

1-1-1．中学校給食の実施手法の選定等について 
1-1-2．平成 24 年第２回枚方市議会定例会 一般質問質疑・答弁 

2-1． 共同調理場の施設規模について 

2-2． 共同調理場の建設候補地について 

2-3． 共同調理場の運営形態について 

2-4． ＰＦＩ活用の検討について 

2-5． 中学校給食目標工程表（案） 

決   定   事   項 

□建設候補地は、総合スポーツセンター多目的運動広場用地と 

する。 

□運営形態は、民間委託を妥当とする。 

会議の公開、非公開の別 

及 び 非 公 開 の 理 由 

非公開 

枚方市情報公開条例第 6条第 6号に規定する非公開情報が含まれる事

項について検討を行うため。 

会議録の公表、非公表

の別及び非公表の理由 

非公表 

枚方市情報公開条例第 6条第 6号に規定する非公開情報が含まれる事

項について検討を行う会議の会議録のため。 

傍 聴 者 の 数 ―――――――――― 

所 管 部 署 

（ 事 務 局 ） 
管理部 学校給食課 



審 議 内 容 

総括 

□建設候補地は、総合スポーツセンター多目的運動広場用地とする。 

□運営形態は、民間委託を妥当とする。 

 

質疑応答 

委 員  資料には、「喫食率が目標値を上回る場合を想定した施設規模の設定が必要」とある

が、どの程度を考えているのか。 
事務局  生徒数が平成 27 年から平成 36 年の 10 年間で 1,100 人程度減少する予測であること

から、8,000 食規模を建設しておくと 70％に対応できる。 
委 員  選択制の各市の喫食率は増えているのか。 
事務局  資料 2-1 の佐賀市の推移を見ると、前年同月比で平成 23 年度は 10 ポイント前後、

平成 24 年度 5 ポイント前後の伸びであり、全体として右肩上がりで推移している。 
委 員  本市と同様の方式では常に佐賀市が出てくるが、本市と同様の方式の他市データ全

体を見て検討したい。 
事務局  選択制の共同調理場方式で、温かい給食をランチボックスで提供しているのは、佐

賀市のみである。 
委 員  多目的運動広場用地は、臨時駐車場としても利用していくのか。 
事務局  一定の台数確保が必要と考えている。 
委 員  多目的運動広場は小学校の共同調理場用地として検討してきた。中学校給食が出て

きて中断しているが、仮に中学校給食を多目的運動広場に建設するとするなら小学

校給食はどうするのか。 
委員長  中学校給食について、多目的運動広場を候補地とする。同時に、小学校の調理場、

臨時駐車場の検討を踏まえた、多目的運動広場用地のあり方についても整理を行う。 
委 員  資料 2-3 の運営形態における直営と民間委託の比較の表で、「調理員等の大量新規採

用」とあるが、6,000 食の場合には、どのくらいの人数になるのか。 
事務局  30 人程度と見込んでいる。 
委 員  ＰＦＩ活用については、ＰＦＩ手続きが行える時間的余裕のない事業との判断か。 
事務局  府補助金の期限があることを考えると、事業者の決定までの期間が長いＰＦＩ方式

は、設計・施工に支障が生じるリスクがある。 
委 員  建設と建物管理はＰＦＩ事業者、運営は民間委託とすることは可能か。 
事務局  可能であるが、ＰＦＩにより実施することのメリット等について検証が必要である。 
委員長  ＰＦＩ活用の可能性について、幹事会で十分調査し報告してもらう。資料作成につ

いては関係部署の協力をお願いする。工程表はどうか。 
委 員  平成 27 年度中に完結するためには、建設関係のスケジュールを子細に検証する必要

がある。 
委員長  公共施設部と十分調整し、8 月下旬の文教委員協議会に最終的な形で方向性を示し

ていく。 
建設候補地として多目的運動広場用地が有力ということで、次回から委員会に社会

教育部長、幹事会にスポーツ振興課長に出席してもらう。 
次に、小学校の新学校給食共同調理場等整備検討委員会と本委員会の統合について、

多目的運動広場用地は小学校の共同調理場用地として検討されてきた経過もあり、

併せて検討していく必要があると考えるがどうか。 
委 員  中学校を固めてしまうまで、委員会としては分離したまま議論を進める方が良いと

考える。 
副委員長 8 月中に、中学校の結論を出すとしたら、一定、まとめた上で統合する方がよい。 
委員長  統合については了解をいただいたが、暫く時期を見ることとする。 



 


